
町の花 りんどう

度会町議会だより

発行　議会広報特別委員会　〒516-2195  三重県度会郡度会町棚橋1215-1　☎0596-62-1113  FAX0596-62-0053 

2015年（平成27年）2月号　1/2

◆
今
回
可
決
し
た
平
成
26
年
度
補
正
予
算
の
特
徴

１
億
７
３
５
４
万
４
千
円
を
追
加

歳
入
…
・
ふ
る
さ
と
寄
付
金
を
１
５
０
万
円
と
見
込
む
・

風
力
発
電
事
業
に
伴
う
町
有
林
の
分
収
造
林
損
失
補
償
金

３
７
０
万
円
余
・
個
人
事
業
主
に
よ
る
変
換
源
泉
所
得
税

４
７
０
万
円
余
（
歳
出
対
応
５
１
０
万
円
余
）
を
計
上

歳
出
…
・
職
員
並
び
に
特
別
職
の
人
件
費
を
追
加
・
国
保
会

計
繰
出
金
６
８
０
万
円
余
・
障
害
福
祉
扶
助
費
８
３
０
万

円
余
・
母
子
福
祉
扶
助
費
１
２
０
万
円
・
塵
芥
車
購
入

費
４
０
０
万
円
余
を
減
額
・
遊
水
プ
ー
ル
修
繕
工
事
費

１
２
０
０
万
円
余
・
木
造
住
宅
耐
震
補
助
金
１
３
０
万
円
余
・

小
学
校
副
読
本
印
刷
１
３
０
万
円
余
・
小
萩
川
追
加
災
害
復

旧
費
１
０
０
万
円
・
財
政
調
整
基
金
、
町
債
管
理
基
金
、
教

育
施
設
整
備
基
金
、
ま
ち
づ
く
り
施
設
等
整
備
基
金
積
立
金

と
し
て
１
億
２
５
０
０
万
円
（
25
年
度
繰
越
金
を
充
当
）
を

計
上

職
員
の
人
件
費
及
び
25
年
度
繰
越
金
の
計
上
を

基
本
に

〈
国
保
会
計
〉 

高
額
療
養
費
に
１
１
３
０
万
円
を
追
加

〈
簡
水
会
計
〉 

既
設
簡
水
新
設
改
良
工
事
費
に
１
６
５
０
万
円

余
と
統
合
簡
水
整
備
工
事
費
に
２
５
３
０
万
円
を
追
加

※
詳
細
は
、
広
報
わ
た
ら
い
１
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

審  

議

　
　・�

有
害
鳥
獣
駆
除
委
託
料（
51
万
２
千
円
）の
使
途
の
詳
細
は
！

・�

塵
芥
車（
パ
ッ
カ
ー
車
）の
不
用
額（
４
０
０
万
１
千
円
）が

生
じ
た
原
因
は
！

第
４
回
定
例
会　
12
月
9
日
～
17
日

16
議
案
、
議
員
発
議
（
専
決
処
分
事
項
の
指
定
）
３
件
を
可
決

平 成
 26年

重
ね
た
創
意
と
工
夫
の
上
に

届
い
た
地
方
創
生
の
声
！

故
郷
も
思
案
の
し
ど
こ
ろ
で
す
。

●
広
報
委
員

登　

喜
三
雄　
　

木
本　

タ
ヱ
子

岡
村　

広
彦　
　

舟
瀬　

勝

濱
岡　

裕
之　
　

牧　

幸
作

議
案
に
対
す
る
質
疑

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

�

委
員
長�

芝
山
延
男　

副
委
員
長�

舟
瀬
勝

　

�

委
員�

議
長
を
除
く
他
全
議
員

・�

遊
水
プ
ー
ル
鏡
運
営
費
の
委
託
料（
50
万
円
）と
工
事
請
負

費（
１
１
５
１
万
４
千
円
）の
内
容
は
！
ま
た
改
修
工
事
は

こ
れ
で
終
わ
る
の
か
！

・�

予
算
書
で
は
、
償
還
収
入（
８
万
円
）を
基
金
に
積
み
立
て

る
と
し
て
い
る
が
、
提
案
理
由
の
説
明
で
は
「
決
算
上
生

じ
た
剰
余
金
を
基
金
に
積
み
立
て
る
」
と
あ
っ
た
。
疑
義

が
生
じ
る
の
で
説
明
を
求
め
る
。

※
そ
の
後
提
案
理
由
が
修
正
さ
れ
た
。

・�

26
年
12
月
１
日
に
遡
及
適
用
さ
せ
る
も
の
と
27
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
あ
る
が
そ
の
内
容
は
！
ま
た
、

職
員
の
給
与
改
定
は
人
事
院
勧
告
と
い
う
基
準
が
あ
る
が
、

町
民
目
線
か
ら
現
行
の
「
度
会
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

条
例
」
を
改
正
し
て
第
三
者
の
意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
…
意
見
を
求
め
る
。

・�

衆
議
院
議
員
選
挙
関
連
予
算
を
専
決
処
分
す
る
に
あ
た
っ

て
、
１
６
１
万
７
千
円
を
一
般
財
源
か
ら
持
出
す
、
そ
の

使
途
は
！

○
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

・�

ふ
る
さ
と
納
税
者
へ
の
お
礼
に
対
す
る
町
の
考
え
に
変
化
が

あ
る
の
か
！
具
体
的
な
お
礼
の
品
は
！
リ
ピ
ー
ト
策
は
！

・�

26
年
度
末
に
お
け
る
財
調
基
金
と
減
債
基
金
の
残
高
見
込

み
は
！

・�

国
保
会
計
へ
の
繰
り
出
し
金
は
ル
ー
ル
分
か
！
ま
た
25
年

度
の
繰
越
金
の
留
保
額
は
！

・�

鳥
獣
害
対
策
の
委
託
料
は
実
施
場
所
に
関
係
無
く
執
行
さ

れ
る
の
か
！

・
分
収
造
林
損
失
補
償
金
は
、
２
者
契
約
に
よ
る
も
の
か
！

　

�

ま
た
３
者
契
約
の
場
合
の
補
償
は
！
会
計
処
理
上
、１
者

（
町
あ
る
い
は
公
団
）か
ら
分
配
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
！

・�

自
転
車
通
学
加
害
者
責
任
保
険
制
度
の
加
入
時
期
は
！

・�

副
読
本
の
刷
新
に
新
し
い
メ
ニュ
ー
が
入
る
の
か
、そ
の
内
容
は
！

・
源
泉
所
得
税
の
返
還
は
遡
っ
て
処
理
さ
れ
る
の
か
！

一
般
会
計

特
別
会
計

一
般
会
計
補
正
予
算

住
宅
新
築
会
計

町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

●�

仮
称
：
度
会
町
文
化
資
産
の
指
定
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て（
町
内
文

化
的
資
産
の
体
系
的
な
保
存
と
活
用
）

―
教
育
委
員
長
あ
て

　

町
内
文
化
的
資
産
の
保
存
と
活
用
が
体
系
づ
け
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

現
在
、
町
文
化
財
保
護
条
例
が
指
定
す
る「
麻
加
江
の
か

ん
こ
踊
り
」、
告
示
行
為
に
止
ま
っ
て
い
る
「
町
の
木
・
町

の
花
」、
ふ
る
さ
と
歴
史
館
設
置
条
例
に
よ
り
収
蔵
さ
れ
て

い
る「
貴
重
な
歴
史
、
考
古
、
民
俗
お
よ
び
生
活
に
関
す
る

資
料
」、
町
史
の
記
述
に
埋
も
れ
る「
未
指
定
文
化
財
」、
観

光
資
源
と
し
て
定
着
を
見
る「
名
勝
地
・
特
産
物
」、
地
域

資
源
を
守
る
会
活
動
で
掘
り
起
こ
さ
れ
た「
町
民
が
誇
り
と

す
る
も
の
数
々
」…
こ
れ
ら
を
柔
軟
な
視
点
か
ら
整
理
し
直

し
、
新
た
に
仮
称
：
度
会
町
文
化
資
産
の
指
定
に
関
す
る
条

例
を
制
定
し
、
条
例
指
定
に
よ
る
地
位
を
明
確
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
体
系
づ
け
ら
れ
た
町
内
の
文
化
資
産
の
保
存
と

活
用
を
図
る
べ
き
だ
と
提
言
し
ま
す
。
指
定
に
あ
た
っ
て
は
、

宮
川
・
一
之
瀬
川
に
代
表
さ
れ
る
水
辺
景
観
や
貴
重
な
動
植

物
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
に
於
い
て
、
少
し
時
間
を
か
け
て
検
討
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
委
員
会
を
代
表
し
て
掛
橋
教
育
委

員
長
に
お
答
え
を
求
め
ま
す
。

●�

複
合
施
設
：
度
会
町
文
化
・
健
康
づ
く
り
・
防
災
ホ
ー
ル

の
建
設
に
つ
い
て
―
町
長
あ
て

　

演
劇
、
音
楽
、
工
芸
、
絵
画
な
ど
の
文
化
活
動
は
、
町
民

み
な
さ
ん
の
生
き
が
い
と
し
楽
し
み
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

活
動
の
拠
点
と
す
る
中
央
公
民
館
と
町
民
体
育
館
は
、
耐

震
性
を
含
め
そ
ろ
そ
ろ
機
能
の
更
新
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

短
期
的
な
展
望
を
以
っ
て
複
合
施
設
：
度
会
町
文
化
・
健
康

づ
く
り
・
防
災
ホ
ー
ル
の
建
設
計
画
を
樹
立
す
る
よ
う
要
請

し
ま
す
。
…
文
化
ホ
ー
ル
は
言
う
ま
で
も
な
く
近
隣
市
町
と

比
較
し
て
当
然
町
民
が
望
む『
な
い
も
の
を
ね
だ
る
』こ
と
に
集

約
し
ま
す
。
芸
能
発
表
、
講
演
会
、
老
人
大
会
、
戦
没
者
追

悼
式
等
の
利
用
を
見
て
も
茣ご

蓙ざ

を
敷
き
、
パ
イ
プ
い
す
を
並

べ
、
冷
暖
房
の
な
い
環
境
で
の
開
催
は
、
準
備
す
る
方
を
含

め
よ
く
ぞ
今
日
ま
で
辛
抱
し
て
い
た
だ
い
て
き
た
も
の
と
む

し
ろ
感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
合
わ
せ
て
、
老
若
男
女

か
ら
は
健
康
づ
く
り
施
設
の
整
備
が
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

知
恵
を
出
せ
ば
、
こ
れ
に
防
災
機
能
を
持
た
せ
た
複
合
ホ
ー

ル
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
な
お
、
や
る
と
き
は
他
に
例

を
見
な
い
木
造
平
屋
建
て
構
造
と
し
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
よ
る

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

均
衡
を
求
め
る
２
期
後
半
に
お
け
る
中
村
町
政
の
将
来
展
望

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

●
町
補
助
金
の
交
付（
住
所
）要
件
に
つ
い
て
―
町
長
あ
て

　

地
方
自
治
法
は
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
基

本
と
し
ま
す
。
ま
た
、
住
民
と
は
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所

を
有
す
る
も
の
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

県
外
に
住
所
を
持
つ
方
に
、
浄
化
槽
の
更
新
補
助
金
を
交

付
す
る
そ
う
で
す
。
度
会
町
が
交
付
す
る
補
助
金
の
住
所
要

件
に
つ
い
て
解
説
を
求
め
ま
す
。

●�

林
道
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
―
町
長
あ
て

　

林
業
経
営
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
山
林
の
公
益
的
な
価
値
は
む
し
ろ
大
き
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
こ
の
公
益
的
機
能
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、
健
全
な
樹
木
の
成
長
管
理
に
欠
か
せ
な
い
林

 

一 

般 

質 

問
　（
通
告
書
よ
り
要
約
）

12
月
17
日

  

登 

喜
三
雄

  

福
井 

秀
治
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道
の
整
備
は
決
し
て
緩
め
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
管

理
に
要
す
る
地
元
負
担
金
の
壁
が
大
き
く
立
ち
は
だ
か
っ
て

い
ま
す
。

　

先
日
議
論
さ
れ
た
地
方
債
発
行
で
の
地
元
負
担
軽
減
策
は
大

き
な
前
進
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
最
近
、
協
議
費
を
徴
収
し

な
い
区
が
増
え
つ
つ
あ
り
将
来
に
お
い
て
は
、
災
害
時
の
林
道

の
点
検
さ
え
も
し
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
ま
す
。

町
長
の
林
道
保
全
へ
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

●
道
の
駅
構
想
と
町
長
の
三
選
に
つ
い
て
―
町
長
あ
て

　

道
の
駅
構
想
を
打
ち
上
げ
て
か
ら
二
年
が
た
ち
、
そ
の
後

も
慎
重
に
調
査
、
研
究
を
重
ね
ら
れ
、
最
終
的
な
事
業
実
施

の
意
思
決
定
は
来
年
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
前
の
六
月
に
は
町
長
選
が
あ
り
ま
す
。
中
村
町
長
自

ら
が
構
想
を
立
て
ら
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
当
然
出

馬
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
度
会
町
の
歴
史
を
変
え

る
ほ
ど
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
り
ま
す
の
で
、
選
挙
を
通
し

て
そ
の
是
非
を
問
う
べ
き
と
考
え

ま
す
。
町
長
自
身
が
道
の
駅
に
つ

い
て
、
し
っ
か
り
と
町
民
に
説
明

し
、
そ
の
信
を
問
う
と
い
う
姿
が

望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
町
長

の
お
考
え
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

●
町
長
の
去
就
に
つ
い
て
―
町
長
あ
て

　

町
長
の
二
期
目
の
任
期
も
あ
と
半
年
余
り
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
町
民
の
皆
様
が
町
長
の
去
就
が
と
て
も

気
に
な
り
ま
す
の
で
、率
直
な
お
気
持
ち
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

●
職
員
の
昇
進
に
つ
い
て
―
町
長
あ
て

　

私
は
以
前
か
ら
女
性
職
員
の
管
理
職
の
方
が
一
人
も
い
な

い
の
が
不
思
議
で
し
た
。
同
期
採
用
で
も
男
女
の
昇
進
の
差

が
ど
こ
で
で
き
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
？

　

度
会
町
も
優
秀
な
女
性
職
員
も
た
く
さ
ん
見
え
る
と
思
い

ま
す
が
、
管
理
職
に
女
性
を
起
用
す
れ
ば
他
の
職
員
の
目
標

に
も
な
り
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。
町
長
の
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

●�

中
之
郷
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
使
用
状
況
に
つい
て
―
町
長
あ
て

　

九
月
九
日
の
伊
勢
志
摩
版
に
載
っ
て
い
た
記
事
を
見
て
、

度
会
町
で
地
元
の
主
婦
の
皆
さ
ん
が
シ
カ
肉
入
り
の
コ
ロッ
ケ
の

製
造
販
売
店
を
オ
ー
プ
ン
す
る
の
を
知
り
、
商
品
化
ま
で
に
は

大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

シ
カ
肉
が
商
品
化
さ
れ
れ
ば
価
値
も
上
が
り
、
猟
師
さ
ん

に
も
喜
ば
れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

中
之
郷
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
内
で
コ
ロ
ッ
ケ

を
製
造
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、賃
貸
契

約
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

○
10
月
28
～
30
日
―
視
察

・�

な
が
さ
き
ソ
ー
ラ
ー
ネ
ッ
ト
三

京
発
電
所
ほ
か
…

　

�

長
崎
市
が
事
業
主
、（
株
）九
電

工
が
施
工
し
た
ソ
ー
ラ
ー
発
電

所
を
視
察
。
…
市
民
フ
ァ
ン

ド
で
計
画
、
市
へ
の
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
り
20
年
間
市
有

地
に
建
設
。
年
間
発
電
量
約

１
２
７
万
ｋ
ｗ
ｈ
／
年
、
平
成

26
年
３
月
発
電
開
始
。

○
11
月
27
日
―
議
会
運
営
委
員
会

・
第
４
回
定
例
会
の
会
期
日
程
等
協
議

○
11
月
27
日
―
議
会
広
報
委
員
会

・
定
例
会
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
放
映
協
議

○
11
月
27
日
―
議
員
懇
談
会
（
協
議
・
報
告
）

・�

工
事
契
約
の
変
更
で
き
る
専
決
処
分
範
囲
・
職
員
給
与

条
例
の
改
定
等
・「
道
の
駅
」の
取
り
組
み
・
源
泉
所
得
税

等
・（
有
）り
ん
ど
う
の
取
り
消
し
請
求
訴
訟
・
風
力
発
電

事
業
に
伴
う
町
有
林
の
分
収
造
林
契
約
の
一
部
解
除
・
農

林
業
施
設
等
災
害
復
旧
事
業
分
担
金
・
中
学
校
学
期
制
の

変
更
・
度
会
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

○
12
月
11
日
―
視
察

・�

三
重
エ
ネ
ウ
ッ
ド（
株
）松
阪
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

…
年
間
発
電
量
４
０
０
０
万
ｋ
ｗ
ｈ
／
年
、
国
内
最
大

級
、
年
間
12
億
６
千
万
円
の
収
入
を

見
込
む
、
未
利
用
間
伐
材
を
１
ト
ン

７
５
０
０
円
で
買
い
取
り
。

○�

12
月
17
日
―
議
員
懇
談
会（
協
議
・
報
告
）

・�
町
長
表
彰（
ス
ポ
ー
ツ
功
労
）・
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
―
ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の
声
を
―
調
査
票
の

確
認
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
・
源
泉
所
得

税
・
寄
付
の
動
向
・
サ
ニ
ー
市
・
空
気
銃
配
備（
獣
害
防
止
）

○
１
月
22
日
―
議
員
懇
談
会（
協
議
・
報
告
）

・�

町
指
定
金
融
機
関
の
更
新
、町
有
林
分
収
契
約
の
更
新（
80
年

伐
期
へ
）、
市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会
、
小
中
学
校
卒
業
式
等

・
地
方
創
生
事
業
当
面
の
対
応

・
災
害
復
旧
制
度
の
国
へ
の
意
見
書（
て
ん
末
）

　

参
加
式
典
等
　

11
月
７
日

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
大
会

11
月
21
日

度
会
中
学
校
研
究
発
表
会

1
月
25
日

第
16
回
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

 

議
会
の
記
録
　
10
月
～

・
11
月
10
日　

�

三
重
県
部
長
級
／
県
内
町
議
会
議
長
に
よ
る

意
見
交
換
会　

中
村
議
長

・
11
月
10
日
／
12
月
８
日
／
1
月
14
日　

　
　
　
　
　
　

農
業
委
員
会　

中
井
利
正

・
11
月
12
日　

第
58
回
議
長
全
国
大
会　

中
村
議
長

・
11
月
17
日　

わ
た
ら
い
老
人
福
祉
施
設
組
合
議
会

　
　
　
　
　
　

濱
岡
裕
之

・
11
月
18
・
19
日
／
12
月
18
・
19
日
／
１
月
14
・
15
日

　
　
　
　
　
　

例
月
出
納
検
査　

中
森
慰

・
11
月
19
日　

�

度
会
郡
内
町
議
会
正
副
議
長　

意
見
交
換
会

中
村
議
長
、
木
本
副
議
長

・
11
月
26
日　

町
青
少
年
育
成
町
民
会
議　

牧
幸
作

・
11
月
27
日　

�

県
町
村
議
会
議
長
会
の
県
議
会
に
対
す
る
要

請
活
動　

中
村
議
長

・
12
月
10
日　

�

国
保
運
営
協
議
会
長
・
主
管
課
長
合
同
セ
ミ

ナ
ー　

中
井
利
正

・
12
月
18
日　

�

社
会
教
育
関
係
者
の
交
流
の
場
づ
く
り
事
業

（
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
）“
学
校
教
育
が
社
会
教
育

に
期
待
す
る
”
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換　
　

岡
村
広
彦

・
12
月
21
日　

各
茶
品
評
会
出
品
者
褒
賞
伝
達
式

　
　
　
　
　
　

中
村
議
長

・
１
月
５
日　

新
春
互
礼
会　

中
村
議
長

・
１
月
10
日　

新
春
賀
詞
交
歓
会　

中
村
議
長
他

・
１
月
11
日　

�

度
会
町
成
人
式

　
　
　
　
　
　

中
村
議
長
、
木
本
副
議
長
、
牧
幸
作

・
１
月
12
日　

美
し
国
市
町
対
抗
駅
伝
出
場
選
手
結
団
式　

　
　
　
　
　
　

中
村
議
長
、
木
本
副
議
長

・
１
月
13
日　

伊
勢
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会

　
　
　
　
　
　

山
延
男

・
１
月
23
日　

�

県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
南
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会　

牧
幸
作

・
１
月
27
日　

県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会　

中
村
議
長

10
月
25
日　

度
会
中
文
化
祭

11
月
15
日

度
会
小
フ
ェ
ス
タ

 

そ
の
他
特
定
議
員
活
動
　

  

山 

延
男

12
月
21
日

ト
ヨ
タ
自
動
車
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
in
わ
た
ら
い

１
月
３
日　

消
防
出
初
式

受�章大会出場者による放水


